
 令和６年５月１５日 

お 知 ら せ 

 岡山県産業労働部 

産業振興課地域産業班 

担当：森下・竹内 

（内線 5183･5187） 

電話：086-226-7352 

 

 

新素材活用研究支援セミナー 

「革新材料・接合技術のマルチマテリアル化への最新動向について」

を開催します！ 

 

県では、県内自動車関連企業等が今後のＥＶの普及に伴い新たに必要になる技術や部品製造に

対応できるよう、次世代自動車に活用される新素材等の情報提供を行うため、下記のとおりセミ

ナーを開催いたしますので、お知らせします。（委託先：公益財団法人岡山県産業振興財団） 

なお、本件については、県政記者クラブ及び経済金融記者クラブへ同時にお知らせしています。 

 

記 

１ 名  称  新素材活用研究支援セミナー 

２ 開催日時  ①令和６年６月１２日（水） 13:00～16:15 

        ②令和６年６月１９日（水） 13:00～16:15 

        ③令和６年６月２６日（水） 13:00～16:15 

３ 開催方法  オンライン 

４ 内  容  ①「ハイテン材の適用動向、成形及び接合技術と今後の動向」 

        ②「アルミニウム材（マグネシウム材含む）の基礎、適用動向、設計及び接合 

技術と今後の動向」 

        ③「樹脂・ＣＦＲＰの基礎、適用動向、設計及び接合技術と今後の動向」 

５ 対  象  県内自動車関連企業経営者、開発責任者(担当者)等 

６ 定  員  オンラインのため定員なし 

７ 参 加 費  無料 

８ 申込方法  参加申込書に必要事項をご記入の上、メールまたは FAX でお申し込みください。 

９ 申込締切  令和６年６月７日（金）17:00 必着 

10 申 込 先  （公財）岡山県産業振興財団 研究開発支援課 田口、小西 

（TEL）086-286-9651（FAX）086-286-9676（E-mail）jidousya@optic.or.jp 

 



岡山県委託事業 

 

 

 

このたび、県では、県内自動車関連企業等が今後のＥＶの普及に伴い新たに必要な技術や部品製造に

対応できるよう、カーボンニュートラル等の観点から注目される、次世代自動車に活用される新素材等

の加工技術習得のための情報を得ることを目的に下記のとおり、素材別に開催日を分けてオンラインセ

ミナーを開催いたしますので、ぜひお気軽にご参加ください。（委託先：（公財）岡山県産業振興財団） 

記 

１ 開 催 日  ①令和６年６月１２日（水） １３：００～１６：１５ 

        ②令和６年６月１９日（水） １３：００～１６：１５ 

        ③令和６年６月２６日（水） １３：００～１６：１５ 

２ 開催方法  オンライン形式 

３ 内 容  ①「ハイテン材の適用動向、成形及び接合技術と今後の動向」 

        ②「アルミニウム材（マグネシウム材含む）の基礎、適用動向、設計及び 

接合技術と今後の動向」 

        ③「樹脂・ＣＦＲＰの基礎、適用動向、設計及び接合技術と今後の動向」 

                ※内容詳細は別紙にて 

４ 講  師  千葉
ち ば

 晃司
こ う じ

 

５ 対 象 者  県内自動車関連企業経営者、開発責任者(担当者)等 

６ 定 員  オンラインのため定員なし 

７ 参加費用  無料 

８ 申込方法   参加申込書に必要事項をご記入の上、メールまたは FAXでお申し込みください。 

９ 申込締切  令和６年６月７日（金）１７：００必着 

10 申 込 先  （公財）岡山県産業振興財団 研究開発支援課 田口、小西 

（TEL）086-286-9651  （FAX）086-286-9676 （E-mail）jidousya@optic.or.jp   

------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（略歴）千葉 晃司 氏 

1982年 日産自動車㈱総合研所に入社 

2010年 車体技術開発部 シニアエンジニア 

2016年 車体技術開発部 シニアエキスパート 

2021年 日産自動車 定年退職 

2021年 新構造材料技術研究組合（ISMA）プロジェクトマネージャー  

2022年～ 東京理科大学 非常勤講師 

～専門分野～ 

自動車 車両設計、車体構造設計、各種材料適用技術（ハイテン材、 

アルミ、Mg、樹脂、CFRP）の成形性、接合技術 

令和６年度 EV関連部品開発等支援事業 新素材セミナー 

「革新材料・接合技術のマルチマテリアル化への最新動向について」 



                                          別紙 

 

■内容詳細 

6/12（水）①ハイテン材 6/19（水）②アルミ、マグネ 6/26（水）③樹脂、CFRP 

1.適用動向 

1.1全体的な適用動向 

1.2欧州の適用動向 

1.3北米 

1.4国内 

2.適用考え方適用部位 

2.1ハイテン適用考え方 

3.材料 

3.1各種ハイテン材 

4.成形性 

4.1成形性 

4.2成形解析 

5.接合 

5.1スポット溶接 

5.2レーザ溶接 

5.3アーク溶接 

5.4スポット溶接 

5.5スポット溶接解析 

6.今後 

6.1高伸び 1.2G 材の適用 

6.2革新鋼板の適用 

 

＜アルミ＞ 

1.アルミの基礎 

1.1アルミの作り方 

1.2アルミニウム合金 

1.3アルミ合金の適用状況 

1.4技術課題 

2.アルミ展伸材の適用設計 

2.1車体用アルミニウム材料 

2.2アルミの特徴、適用部位 

2.3基本的な考え方 

2.4各部品の設計 

3.アルミ鋳物設計 

3.1車体用アルミ鋳物材料 

3.2アルミ鋳物材料特性評価 

3.3形状設計、リブ配置 

3.4接合強度、接合構造 

3.5適用部品検討 

4.接合技術 

4.1スポット溶接 

4.2アーク溶接 

4.3 FSW 

4.4レーザ溶接 

5.今後 

5.1革新アルミニウム 

5.2ギガキャスト 

＜マグネ＞ 

1.マグネ適用課題と対応 

1.1マグネ適用部品 

1.2課題と対応について 

2.革新マグネㇱウム 

2.1材料、成形性、接合、 

塗装＆防錆、性能評価、 

課題 

1.樹脂の適用動向 

2.車体用樹脂材料 

2.1材料種類 

2.2各材料の特徴 

2.3各材料の適用考え方 

3.部品設計 

3.1基本的形状設計 

3.2外板 

3.3内板 

4.接合 

4.1接着 

4.2レーザ溶接 

5.CFRP化の考え方 

6.材料構成の考え方 

7.クロスの積層と材料物性 

の考え方 

8.CFRPの板厚の決定 

9.鋼板車体での補強材考え方 

10.板厚と積層パターン 

11.適用事例 

11.1 R34GTRの HOODと 

ルーフ 

12.接合、接着 

13.CFRP成形技術 

14.今後 

14.1リサイクル、革新炭素 

繊維について 

 

 



新素材セミナー参加申込書 

（E-mail）jidousya@optic.or.jp （FAX）086-286-9676 ※６月７日(金)必着 

（公財）岡山県産業振興財団 研究開発支援課 田口、小西 宛て 

※参加をご希望するセミナーに〇をご記入ください。 

【企 業 情 報】 

企業名  

連絡先 

〒  -   

 

（TEL） 

【参 加 者 ①】 

部署・役職  

氏名  

メールアドレス  

セミナー ①  ② ③ 

【参 加 者 ②】 

部署・役職  

氏名  

メールアドレス  

セミナー ①  ② ③ 

【参 加 者 ③】 

部署・役職  

氏名  

メールアドレス  

セミナー ①  ② ③ 

【注意事項等】 

  ※参加人数に制限はございません。3名以上の場合は、参加申込書を複数枚お送りください。   

  ※参加申込書にご記入いただいた情報は、事業運営上必要な範囲内で、適切に使用させて頂きます。 


